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《
口
絵
・
解
説
》『
芭
蕉
翁
絵
詞
伝
』（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
雅
俗
文
庫
蔵
）村

上

義

明

九
州
大
学
蔵
〔
林
屋
正
蔵
咄
本
〕
改
め
「
忠
臣
蔵
道
化
縁
起
」
翻
刻
と
解
題
（
上
）前

田

桂

子

小
津
久
足
『
難
波
日
記
』
に
つ
い
て
・
付
翻
刻
（
上
）

菱

岡

憲

司

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
さ
こ
ろ
も
』
解
題
と
翻
刻
（
二
）

閻

紹

婕

張

愚

徳
之
島
金
見
方
言
記
述
資
料

金

ア
リ
ン

元
韻
を
通
し
て
み
た
o2
に
つ
い
て

李

基

前　号　目　次

『
文
献
探
究
』
五
十
五
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号
は
六
本
の
論
考
が
揃
い
ま
し
た
。
菱
岡
稿
は
、
前
号
よ
り
引
き
続
き
、
小
津
久
足
の

紀
行
文
『
難
波
日
記
』
を
翻
刻
し
、
久
足
の
文
学
的
営
為
を
伝
え
る
も
の
。
門
屋
稿
は
、
長
崎
県
佐
世
保
市
宇
久
町
平
方
言
の
可
能
形
式
に
つ

い
て
、そ
の
使
い
分
け
を
考
察
す
る
も
の
。
そ
の
他
、口
絵
に
て
掲
載
し
た
『
着
飾
之
由
来
』
お
よ
び
『
天
保
雑
記
』
所
収
の
「
万
国
渡
来
怪
物
」

に
つ
い
て
翻
刻
と
解
題
を
付
す
村
上
稿
、
西
村
遠
里
『
居
行
子
』
の
解
題
・
翻
刻
を
載
せ
る
吉
田
稿
、
中
村
三
近
子
の
『
児
戯
笑
談
』
に
つ
い

て
解
題
・
翻
刻
を
施
す
脇
山
稿
、『
さ
こ
ろ
も
』
を
翻
刻
す
る
閻
・
張
稿
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

＊

今
号
の
口
絵
は
、
本
学
附
属
図
書
館
雅
俗
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
着
飾
之
由
来
』
の
紹
介
で
す
。
本
書
は
、
天
保
期
の
奢
侈
に
ふ
け
る
人
々

を
揶
揄
し
た
も
の
で
あ
り
、
見
返
し
に
は
「
着
飾
」
と
称
さ
れ
る
「
け
だ
も
の
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
タ
チ
が
悪
そ
う
で
す
…
…
。

口
絵
に
ふ
さ
わ
し
い
資
料
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
解
説
を
添
え
て
是
非
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

＊

今
号
に
は
、
本
学
大
学
院
の
修
了
生
で
、
現
在
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
方
か
ら
も
ご
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
。
本
誌
が

研
究
者
・
教
育
者
な
ど
の
身
分
を
問
わ
ず
、
ひ
ろ
く
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
「
知
的
交
流
の
場
」
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
、

改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
あ
り
方
は
、
今
後
も
永
く
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

＊

前
号
に
引
き
続
き
、
博
士
後
期
課
程
の
吉
田
宰
が
代
表
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
今
号
に
関
す
る
編
集
・
会
計
事
務
に
は
、
吉
田
の
他
、
博
士

後
期
課
程
の
藤
田
優
子
、
修
士
課
程
の
李
静
怡
、
髙
木
一
希
、
三
國
恵
里
が
当
た
り
ま
し
た
。
次
号
（
五
十
六
号
）
の
投
稿
締
切
は
来
年
二
月

末
日
、
三
月
刊
行
の
予
定
で
す
。
多
数
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

（
吉
田
記
）

編　　集　　後　　記

《
口
絵
・
解
説
》『
芭
蕉
翁
絵
詞
伝
』（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
雅
俗
文
庫
蔵
）村

上

義

明

九
州
大
学
蔵
〔
林
屋
正
蔵
咄
本
〕
改
め
「
忠
臣
蔵
道
化
縁
起
」
翻
刻
と
解
題
（
上
）前

田

桂

子

小
津
久
足
『
難
波
日
記
』
に
つ
い
て
・
付
翻
刻
（
上
）

菱

岡

憲

司

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
さ
こ
ろ
も
』
解
題
と
翻
刻
（
二
）

閻

紹

婕

張

愚

徳
之
島
金
見
方
言
記
述
資
料

金

ア
リ
ン

元
韻
を
通
し
て
み
た
o2
に
つ
い
て

李

基

前　号　目　次

『
文
献
探
究
』
五
十
五
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号
は
六
本
の
論
考
が
揃
い
ま
し
た
。
菱
岡
稿
は
、
前
号
よ
り
引
き
続
き
、
小
津
久
足
の

紀
行
文
『
難
波
日
記
』
を
翻
刻
し
、
久
足
の
文
学
的
営
為
を
伝
え
る
も
の
。
門
屋
稿
は
、
長
崎
県
佐
世
保
市
宇
久
町
平
方
言
の
可
能
形
式
に
つ

い
て
、そ
の
使
い
分
け
を
考
察
す
る
も
の
。
そ
の
他
、口
絵
に
て
掲
載
し
た
『
着
飾
之
由
来
』
お
よ
び
『
天
保
雑
記
』
所
収
の
「
万
国
渡
来
怪
物
」

に
つ
い
て
翻
刻
と
解
題
を
付
す
村
上
稿
、
西
村
遠
里
『
居
行
子
』
の
解
題
・
翻
刻
を
載
せ
る
吉
田
稿
、
中
村
三
近
子
の
『
児
戯
笑
談
』
に
つ
い

て
解
題
・
翻
刻
を
施
す
脇
山
稿
、『
さ
こ
ろ
も
』
を
翻
刻
す
る
閻
・
張
稿
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

＊

今
号
の
口
絵
は
、
本
学
附
属
図
書
館
雅
俗
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
着
飾
之
由
来
』
の
紹
介
で
す
。
本
書
は
、
天
保
期
の
奢
侈
に
ふ
け
る
人
々

を
揶
揄
し
た
も
の
で
あ
り
、
見
返
し
に
は
「
着
飾
」
と
称
さ
れ
る
「
け
だ
も
の
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
タ
チ
が
悪
そ
う
で
す
…
…
。

口
絵
に
ふ
さ
わ
し
い
資
料
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
解
説
を
添
え
て
是
非
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

＊

今
号
に
は
、
本
学
大
学
院
の
修
了
生
で
、
現
在
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
方
か
ら
も
ご
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
。
本
誌
が

研
究
者
・
教
育
者
な
ど
の
身
分
を
問
わ
ず
、
ひ
ろ
く
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
「
知
的
交
流
の
場
」
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
、

改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
あ
り
方
は
、
今
後
も
永
く
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

＊

前
号
に
引
き
続
き
、
博
士
後
期
課
程
の
吉
田
宰
が
代
表
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
今
号
に
関
す
る
編
集
・
会
計
事
務
に
は
、
吉
田
の
他
、
博
士

後
期
課
程
の
藤
田
優
子
、
修
士
課
程
の
李
静
怡
、
髙
木
一
希
、
三
國
恵
里
が
当
た
り
ま
し
た
。
次
号
（
五
十
六
号
）
の
投
稿
締
切
は
来
年
二
月

末
日
、
三
月
刊
行
の
予
定
で
す
。
多
数
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

（
吉
田
記
）

編　　集　　後　　記


